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〈外国語(英 語)部 会〉

研究 主題

「信頼性を高める評価方法と習熟の程度に応 じた指導方法の工夫 ・改善」

研 究の概要

「目標 に準拠 した評価」が完全実施 されて2年 目を迎えた。各学校においては、評価規準が作

成 され 、ある程度の充実が認 め られ る。今後、 より一層 「指導 と評価の一体化」 を充実 させ るた

めに は、r学 習活動 に即 した具体的な評価規準」 の適 正な作成 と、一人一人の習熟の程 度に応 じ

た指導方法の工夫 ・改善が必要 となる。

本部会では、生徒の実際の活動や作品を用いて評価事例 を作成す るとともに、評価終 了後にそ

の時 間内に行 う具体的な 「習熟の程度に応 じた指導方法」 を研 究 した。

皿 研究の内容

1 渉4観 点の留意点の確認 と、それぞれの観点において研究する言語活動の決定

妙
2 評価(B)及 び(A)の 具体的な生徒の姿の設定及び習熟の程度に応 じた指導内容の設定

妙
3 4観 点別の検証授業による上記2の 検証

妙
4 評価(B)及 び評価(A)の 評価事例の作成及び習熟の程度に応 じた指導事例の作成E

*4観 点の留意点 と、それ ぞれの観点において研究 した言語活動

観 点 留 意 し た 内 容 言語活動

コミュニケーションへ の

関 心 ・意 欲 ・態 度

挙手の回数 、宿題 の提出状況 とい ったものではな く、英語に

よるコミュニケー一ションへの闘心 ・意欲 ・態度 を評価す る。

聞 くこと

(評価事例1)

表現の能力 言語材料についての知識の有無 を評価するのではなく、伝 え

たいことを相手に分か りやす く表現 してい るかを評価す る。

話す こと

(評価事例H)

理解の能力 書語材料についての知識の有無 を評価す るのではなく、相手

が伝 えたいことを理解 しているか ど うかを評価す る。

読む こと

(評価事例 皿)

言語や文化につい

て の 知 職 ・理 解

語彙や音声 、言語構造、表現、文化についての知識及び言語

を実際に運用す る上で必要 となる知識について評価する。

書 くこと

(評価事捌W)

「留意 した内容」にっいては、「観 点別学習状況の評価及び評定の在 り方 中学校編」(平 成14年

2月 教育庁指導部)を 参考に した。
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評価事例1 観点:関 心 ・意欲 ・態度 言語活動=聞 くこと

◆本時の指導 と評価の計画(第2学 年=友 達の説明する トピックを聞 く)

1

分1 学習活動 評価規準 評価方法

=

3 ・タスクの説明(各 自がロボッ トを発明 した科学者

とい う設定)

4ボ 。トの名前や絵を考えさせ卿 一の関睦 高腐 ＼

・リスニングテス トなので、大きな声でお互いのた めに し

っか り読む よう意臓 させる。

・後で感想 を述ぺた り自己評価をした りすることを伝 え、

聞 くことを意臓 させる.

＼㍉_ノ

15

・各 自ロボ ット説明カー ド(教 師が用意す る。全10

種類の うち1枚)を 持 ち、それ を黙読す る。
・カー ドの内容が読み取れない時 は質問す

・各 自カー ドをbu脳readin匿 す る.
1

20

@全 員がワークシー トの① と② に取 り組む。
・ワー クシー トを配布 し、班 ごとに活動 を始 める。

・一人が説 明書を読み、他の生徒 はそれ を聞きながら

ワークシー トに記入す る。(ワ ークシー トの①)

・全員の説明が終わった ら、気になるものを1つ 選び

それについて答 える。{ワ ー クシー トの②)

・班員の話 に興味 を持 っている。

⇒アイコン妙ト、荒、あいつちな ど

の行動に現れている,

・班員 の説明に意 見や 質問を言 う

など話題を広げよ うとしてい る.

・観 察

・ワータシー ト

一

10
1タ スクへの実現状棚llの 活動 】

{ワークシー トの①及び② ができたか どうか確認)

評価仏),(B)⇒ ワー クシー トの③④ に進む。

評価(C)⇒LETSTRyAGAINに 取 り組 む。

邑

一

3 ・ 聞き取 りの活動についての自己評価をする。

(ワークシー トの⑤).

L

l鼎

◆評価(B)の 事例 》 欄(A)の 事例

ワーウシー ト

どの ロポ ッ トに す も7

① 碗 口物 隔 棚々 鵬 噌 髄 靴 入亀よう.

㊥ 上のロポ,ト の うも唖もよ,と 虹になるものを9う 還んで轟よう・

ワーウシー ト

どOロ ポ ッ ト1二す 」6?

① 曜 ロ勅 惜 娩 購 曲鼎縦 馴訊 れよう.

② 上の吋 ットのうち、韓 蝿 駄 な砧 碗1つ 遇んで酷 う.

<<評価(B)の 理由>>
・自分 に必要な情報はメモを取 りなが ら話 を聞いて

いた。

・楽 しい内容 に対 して笑いなが ら聞いた。
・話 が終 わった後に、話 し手に質問 を しよ うとして

いたe

(〈評価(A)の 理 由〉)
・メモを取 りなが ら話を聞いて いた

。
・話 し手 とアイユンタ外を取 りなが ら話を聞いていた

。
・楽 しい内容に対 して笑いなが ら聞いていた。
・話 が終 わった後に内容に対す る感想や意 見を述

べ よ うとしていた。
・聞 き取 りに くい時は"P且rdon?"や'`Bigvoice ,

please."を 使って積極的に情報 を得 よ うとして

いた。
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◆本時で使用す るワークシー トと説明カー ド

ど の ロボ ツ トに す る?

① ② は前ペー夢の生勧 ワークシート齢 照

(§)他にもまだいいロボッFが ありそう1班 以外の構士からも情報をgetし よう,

琵明者名

博士

博士

@sst明 を聞いた ロボッ トを1つ だけ寅おう。どれがいい 〒

だれの?博 士 決め手は?

⑤ 博士の英語を聞いていた時の態度 を自己諄価 しよう,

話 し手見たつ メモと,た?質 問をLた?h自 吐鞭1と,

できた ⇒O できなか った ⇒ ・ 箕

*カ ー ドの英語は簡単に[

*英 語の内容を工夫1

CARD{A)

Ik〕okatthi呂robo七.Hernalne

is().Imadehertohelpyou.

Shewasbomtod。y。urh。mework

Yeuhavealotofhomeworkfbrthe

5ummervacatlon.)doesyour

homework.HerbOdyi£brown.

Sheisabout60centimeters圃 上

She㎞only4000yen.Ybu8hould

晋ethernow1!

◆個に応じた指導事例

評価(A),(B)の 生徒 ⇒ ワークシー トの③ 、④に進み、自分の班以外の生徒 との聞き取 り活動を行 う。

評価(C)の 生徒 ⇒1.ET'STRYAGAIN(下 図)の シー トに よ り、聞 き取 りの補充学習 を行 う。

【評価(C)の 生徒への手立て 】

1ワ ー クシー トの② への記入ができなかった生徒を集め、LETSTRYAGAIN(下 図)の ワークシー トを用いて

聞 き取 りの再チャレンジをさせる。

2

3

4

5

今 回は教師がカー ドを読む。 カ・一ドの内容 は興味をひ くような ものを工夫す る.

ワー クシー トには内容聞き取 りのための選択肢を用意 し、あ らかじめどのよ うなものがあ るか確認 させ る。

聞き取れた という自信 を持たせ るために、カー ドを読む ときはキー ワー ドを繰 り返す、ジェスチャー をっ

けるな どのキュー を与 える。

英語 を聞きながら簡 単なあいつち(Pardon?Great、Wow,な ど)を 使 ってみ るよ う指示 する。

LETeSTRYAGAIN!ど んな ロボ ッ ト?

① 先生の作 った ロポ ッ トのル ックスは?② どんなロボ ッ ト?当 てはまるものにOを しよう。

聞 き 取 っ た ロ ボ ッ トの外 見 を、図 に描 か せ た り、色 鉛

筆 で 色 を 塗 らせ た り して 興 味 を 喚 起 す る 。

"Shehasbigeyes
.HerhairiSlongandgreen."

ロポ ・ン トの 名前 ロポ フライ エンジェル

カ ラー イエ ロー ゲ リーン ブルー

サイズ 500mε00mア00m

債段 ¥1㎜¥2000¥3000

この ロポツ トを

■ うと…

数学の成績がUPす る

空中散歩に行ける

おい しい料理が食べ られる

たり池 塗

"

9貰}en・ ノ

磁 ㌫ え_を需
しやすいようにする.選 択肢

の数も3、4個 にする。
㌦__ノ
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評価事 例 皿 表現の能 力 言語 活動:話 す こ と

◆本 時の 指 導 と評 価の計 画(第1学 年=買 い物の場 面の スキ ッ ト)

分 学習活動 評価規準 評価方法

10 ・ス キ ッ トの聞 き取 りと発 音 練 習 を 行 う。

・関 連 表 現 の使 い方 を練 習 す る。

・ペ アで 練 習 を行 う。

25

〈発 表 〉 ベ アご とに教室の前で発表。

課題

客 …その場でカー ドを引き、書かれ た商品

を購入す る。ただ し店員 の勧 める色を

断 り、欲 しい色 を伝え、値段 を聞き、

購入す る。

店員 …勧 めたい色 を決め て伝 える。客 の購

入する商品の値段 を伝 える。

・ 買い物 の場 面で適切 に表現 を

選択 して話 した り応 答 した り

す ることができる。
・ アイ コンタク トや会話 におい

て 、適切 な感情表現 を使 って

会話 を進め ることができる。

槻察

(個人)

→H巳lpCa「d2ヘ ノ

1

12

【タス クへの実現状 況別 の活動 】1

◎ 実現 状況に よ リカー ドを渡す。

翻 倉;:ll:謡謡 聴1二雫溺
評 価(C)⇒HelpC且rdへ(右 ナ 上)

r1詳 価(C}の 生 徒 に は 、 そ の 「つ ま ず き 」-『＼ ≒

の 内容 によ り、 さらに2っ に分 ける。

O単 語が諾音できなかった生徒
→HolpC且r通1へ

O表 現が うろ覚えだった生徒
、

k3 本時のまとめ 瞳

◆評 価(8)の 事例

■

_`

▼ ◆評価(A)鱒 例

評価 店員帥B(客 →B}

店 員=May■helprou2

客;Yes,Please.lwantaCD.

店 員:{上 を 向 い て 思 い 出 そ う と し て い る)

Howmu_Hewabeutthisredone.P

(CDを 差 し 出 す)

客:Idon'tlikeit.Ilikethisblueone.

How皿uchisit?

店 員:Tendollar.(「 あ あ 間 違 え た1」 と 声

を あ げ て)■t's..,1t'stendollars.

客=Th且nkyou、 .

店 員:Tban止70u.
》

勘
蓬

『
4」.

評 価 客 →A(店 員 →B)

店 員:MayIhelpyou?

客:Yes,please,lmanteTshnt.(笑 顔)

店 員:Howaboutthisblackone?

客:ldon't血keit.

■likethisbiueo∬e.(手 に 取 っ て)

Hovmuchisit?

店 員=IVs… ・-It'seighteendollars.

客;(ポ ケ ッ トの 中 を 探 っ て 、 手 を 差 し 出

し て)Here .ソouare.

店 員lThankyou.

客 二Thank70u.

(〈評価B(店 員役の生徒)の 理 由)〉
・思 い出そ うと して会話 が とぎれ が ちな場

面 もあ ったが、適切な表現 を選択 できた。
・CDを 差 し出す な どの動作 を伴 っていた

。
・相 手 に伝 わる声量 と、店員 ら しい明 るい
笑顔 で にこや かに会話がで きた。

《評価A(客 役 の生徒)の 理由》
・自分 の言葉 で表現で き

、会 話 をスムー ズに
進め ることができた。

・十分 な声量 とアイ コンタ ク トがあ り 明る

い表情 で会話 述で きた。品物 を手に取 るな
ど、会話 にあ った動作が 自然 にで きてい た。

・欲 しい ものや 色を適切 な表現 を用 いて伝 え

こ とがで た
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◇ 個 に 応 じた 指 導 事 例

評 価(A)の 生 徒 ⇒StepupCard2に よ り さ らに深 ま りの あ る表 現 活 動 を行 うe

評 価(B)の 生 徒 ⇒StepupCard1に よ り、適 切 な表 現 を 選 択 す る こ とを さ らに身 に付 け る。

評 価(C)の 生 徒 ⇒ 「つ まず き」 の 内容 別 のHelpCardに よ り 表 現 活 動 の補 充 学習 を行 う。

1評 価(C)の 生 徒 へ の 手 立 て 】

O「 っ まず きjの 課 題 別 に 且elpCardを 配 り、課 題 別 に グル ー プ を 作 らせ る。

(1)単 語 の 発 音 が で きて い な か った 生 徒 へ の 手だ て(赤 の カ ー ド)

俵) elpCard1単 藷の 舜 音 を 確 認 しよ う。

A:Maylhelpyou?

B=Yes,please」wantaユL;S垣 匹.

A:Hewaboutthishl竺 皇one?

B;ldon,tlikeit.llikethi呂 工皇遺

o血e.Howmu¢hisit?

A=Itls幽dollars阜

B:H巳reyouare,

A=Thankyou.

B:Thankyou.

(裏)

教師 と1対1で

単 語の読み方 を

確 認 し、練習す

る。

意 味が分か らな
い時 は裏面で確

認す る.

単 贋 リス ト

#牙 ●、G喀 い灘踊やMh#い 単Eを 亀 皿」て、曜習 し塞しJFう.

辱r,,聯 語 意 繰 ,ユ7, 嵐 晒 窟 聴

ト8hl曜tTシ ヤ ツ 旦ro●n 練I
O叩 帽干 曲lto 白

鳴O¢D bl叩k 農
booL‡ r●d 砲
r寵 曲 うで跨肝 ρink ピンク

b団 ■ 骨

ydlσ 曹 露e

値 儀 の書 い 方 リ ス ト
☆モれぞれの値曜の饒みカを確墜Lて 轟よ弓.

,・・,徹 履 饒 再 方
S12 t冒ol閥dOIrar3

串15 flft飴 門 盛oll8r6

畠20 加朝trdo日8r5

025 t聴nty-fiuodollar5

餌5if。,,,-rl。 。d。 鞭 魯

(2)表 現が うろ覚えだ った生徒への手だて(黄 色のカー ド)

俵) 旧elロCard21下 線 部 に表 現 を 入 れ て み よ う。

表現リス ト
古我の表現の意味を確團 しておこう.

?

B=Y色8,Plea3{聖. ..

?

(裏)

＼

ま ず 、 グ,。 一 ブ 、

内 で ペ ア を 作

り、表現 の練習

をす る。必要 で

あれ ば教師 も支

援す る。意味は

裏 面 で 確 認 す

kる ・ ノ

,岬, 衰 現 意 味

蘭日サlM陣 。u? い らっしゃいませ,

A=

A=

B:ldon,tlikeit.lli止ethis

,o皿e.?

B= .

謄o駈日bout噌? 岬はL、かがですか.

H【川 胤hi3it? も、く らです 血 。

1じ δ 向dolbrε. 噌 ドルです。
A:It's20dollar呂.

H。re抑 自陀. {手鰹L肌 τ肱 い.ど うぞ。

11ik日it. 薫に入 りました,

lJon'tlik日it. 気に入 りません。A=Thanky。u.

B=Thankyou .
1響ant卿. 卿が教 しいです.

一 一

【評価(B)の 生 徒へ の手立て1

流れ が書いてあるカー ドを見 て適切 な表現

を選 択で きるよ うにする。

【評価(A)の 生徒 へ の手 立て 】

ペ アで商品 につ いての感想や会話 に合 った

動作 を考 えさせ、深 ま りの ある会話 にす る。

1

慶t・pupCardll

グ ル ー プ の 友 達 と次 の 漉 れ で 会 話 を し よ う
.

Al客 を む か え る 。

B:か ば ん を 買 い に き た こ と を 伝 え る
。

A:黒 い か ば ん を す す め る。

B:欲 しい と 言 い 、 値 段 を 聞 く。

A=$14と 伝 え る 。

B;お 金 を 渡 す 。

A:お 礼 を 言 う

H=お 礼 を 言 う

A=lt,5 ,

B=

A=

B=

匪 ・ ・p岨 ・d函 何韻 うか鋤 る力勇 え,さらに

そ の 商 晶 に つ い て の 感 想 を 加 え て み よ う.ま た どん な

動作 や 表 情 が で き る か を 考 え て{)に 入 れ よ う.

A=MayIhelpy。u?(}

B=Ybs,Plea8e. 、

A=Howabout?

() 一 邑
B=. ・

、()

Howmu己hi8it?

doliar8,

.()

.()

.()
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訴価事例皿i 観点1理 解の能力 言語活動:読 むこと 1

◆本時の指導と評価の計画(第3学 年=物 語を読む)

分 学習活動
評価規準 評価方法

4G,e。t坤 本時の流れおよび評価の説明

・Hikoichr3U血gUmbre皿aを 黙読す る

・読 めない と自分 で判断 した生徒は、

25唖 到を使用しながら読み進める

・配布 された ワー クシー ト(下 の左側 資料参照)に

10答 える。

・解 答 と ともにセル フチェ ック

・話のあ らす じを理解することがで

きる
・とんち話の落ち(ユ ーモア)を 理

解すること溺できる

/

ワークシ外

一'

10

1タ スクへの実現状況別の活動】

評価(B)⇒ テキス ト2へ(下 の資料の右側)

評価(C)⇒ 唾亟=豆 亟 £を使用 しながら、テキス ト

や要約文を読み進める(資 料右ページ)

1.

ノ〆一 ¶＼ 、
タスクの内容上 、この段階での評

価は(B)ま で とし、1テキス ト21も

で きた生徒を評価(A)と す る

＼.一'_ノ

1

ワークシート

1 次 回の活動の予告Farewe鵬1
lI
「r

▼ ▼

◆評価{日)の 事例 ◆評価(A)の 事例

r彦 一の傘」事 件 殿様 の主張!

私は殿楳。そもそも今回の件で話題になっているのは

雌 なんです肥 それはうわさだと、

鐡 髄 らしいんで袖
で 、私は それ ザ欲 しくな って、家来 に買いに行かせた ら、

雌 ⊥するよう・と彦一・・言われました・

そ れか ら私 はモれを床の間 に置いて10日 間 も待,た んです。

しか しそ の傘 は ま 磯 、 、 ㌦'で すよ。

もう腹 ボ立,て 腹が立 って、す ぐに彦一 を呼 びつけた んです。

そ した らなん と彦一 は

'閣'、 ・ 、 、 で
っ 一

だ ウて 言 うんです。

み ん なは この話 をユーモラスだって言 うんです けど、私 にはい

まひ とつ よくわか りません.① ～⑥ の どの部分 がユーモラスな

んです か(面 白いんです か)?教 えて くだ さい。

え,,薗 」 圏 の部分がユーモ・・なんですか一 ・㈹,

匠キス ト21次 の英文を読んで、下の問に答えなさい。

Aboywas6tandingロ 皿theco皿erwith

newspaper呂,shouting,1'Re且dthis皿ewspapeユFifty

peOPlebeCa皿ea」 ロ9巧ア!Fiftyp帥Plebeca皿ea皿9fy!`'

Amanwalkedover,boughtthepaper,a1ユd

ehec】 【臼da皿pages.Butlleeould皿'tfiロda皿ything

spe¢ialabout止enewsi皿thepaper.The皿an8ai〔1to

theboyL"There'snothingspeciali口here.Yousaid丘f㎏

1)eqp1Ebeca皿eat)gryl"

Thenewsboydi己n'th呂te且tohima皿dwenton,

sho皿ti皿9,llR已a己thisaewspaper.F批7・onepeeple

becameangTy!'「

①50人 の人々はなぜ怒ったのか。一 ・
②この話の中では、結局何人の人がうそをっいたのか。

◎ 。人 ・)1人 … 人 ヱ・5。 人 オ・ ・1人

〈(評価(B)の 理 由〉)

〔本時の教材 に対 して)
・物語 のあ らす じをおおむね理解 している。
・物語 のユーモ アを理解 している。

《評価(A)の 理由》

(他の物語 に対 しても安定 して)
・物語のあ らす じを理解 してい る。
・物語のユーモアを理解 している。
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◆個に応 じた指導事例

評価(B)の 生徒 ⇒ 匠 至茎玉 ヨを読み、さらに深まりのある読む活動に取り組む。

評 価(C)の 生徒 ⇒HelpCardに よ り、読 む ことにつ いて の補 充学習 を行 う。

1評 価(C)の 生徒へ の手だて 】

*4枚 を一 つに綴 ったHelpCard1～4を 評価(C)の 生徒 に渡す

1sthelス キーマ を喚起 してテキス トのあ らす じを推測す る

直elpC趾d11こ の とんち話は 日本の物 語なので、多くの船 「起」 「承」

「転」 「結」の順番 に並んでいます。(例=4コ マまん が}

各ペ ージか ら重要なセ リフを披 き出す と …

起 P32 Kh1=H止oicトf5umbrona血dj血brent.It'3alive.

承 P83 H止 びPI岳a8e艦 】怨atit(ゼheumbrella)¢arefu11yし

転 P書4 Lord2Tbo皿mbre山 二i8S㎝ 口clO8ed,It,3at『iじk.

結 P35 Hi止OlTheロ 皿bre皿ai且dεad,Didyou艶editeve町yday?

とな ります。 これ らを ヒン トに、この話の全体 の内容を想偉 してみ ま しょう。

ndhe1先 に要約文を理解する(下 の資料はその一部)

国[elpCard21次 の文は教科書の文をよ り極単に した ものです。

この物話のあ らす じを理解 しましょう。

P32

Theムa`b'wantS磁 σ」献曲

伽8π 皿 西」㌍皿訂.

L旦dy:Doyou

h}rd=W』 且ti8it?

Lady:Itopenson

days.

lmow

H虫o量ohi「日u皿broU且?

rainy

Kin;Itelo副 珀enSunnydays、

LorホIwa凱iL!Getitl

P33

1Zinposufteanゴ.紐 召η偲 油h即

印 月「ikmthi'bshop.

H止oi2hi:MayIhelpyou?

K曲u:OurLordw且n粕y。ur

livingu皿bre皿a.

HikoiChi:Ican,tseilit■

Rj皿=Ybumuu5t8eU五t.

Hikaichi;N臼verL

Kfiku=Th臼LordWi皿k皿lu日.

Hikoichi;OKTIreatitearefully.

Kaku:Yes.Herei臼yourmoney.

firdeoiCin'smiles,

f丑er、 ρ暫`

tO■enoma

days,the

Lord:1臼t

Lady=It

o口

Lord:1』o

Ledy=Loo

Kin:LeVs

I重,u

Lady=Did

Lord;It'8

Bri

狂{elpCard41

亟 司IHelpCard21に 文の構造 を示 し、

意味理解に役立てる(資 料はその一部)

lH・lpC・ ・劃 働 ・勉 圓 のか注意して臥 でみよう。

pB2一 雌
」iyinfumb祀 胎.

Lady・D。 ⑭ 匝 ヨ

H-?

Lord=Wh就 塾 ⑭?

L・dy・⑭ 囲(。 ・ 面 ・y

day呂,.

血 ⑭ 國(。nsunny

d町5,

L・rd;(こ嗣 地!圃 聾!

Oが 口する を

DoOが 口す る を?

What=O?

Oが 口す る(飾 り}

Oが 口す る(飾 り,

口 命令文

囮 画]匹{elpCard31に 単語の意味を示 し、

意味理解に役立てる(資 料はその一部)

圃 覇 の鰍 を漉 しながら読んでみよう.
P32一 凶

fi凹ingu』 ゐ」曲.

囲y・D。 ⑭ 國
H血oichi'Bumbr已11E?

bO:d=Whatig①?

L・dy・⑭ 匝 亜(。n・ainy

d且ys}。

距且=⑭囲(。 一 町

daye)

L・rd:(D匝 司li!園 匙1

欲

い

t

て

㎜

き

w

生

傘

喝

客

b

畿

鶉

奥

曲

軸

y
喝

u

w

困

図

る

㎞

what何

open開 くrainy雨 降

りのd且y日

do3e閉 じ るsunny晴

れ,の

get手 に 入 れ る

注)Oロ()等 の記号は、主語 、動詞を表す記号である。
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評 価 事 例1V観 点=言 語 や 文 化 に つ い ての 知 識 ・理 解 言 語 活 動:書 く こ と

◆ 本 時 の 指 導 と評 価 の 計 画(第2学 年=MyD田amと い う タイ トル で ス ピー 予 の 原 稿 を 書 く)

時 学 習 活 動 評 価 規 準 評価の方法

第

1

時

・既 習文 法事項 を復 習す る。

・モデ ル文や 関連表現 を参考 に し

て ス ピー チ原 稿 の下書 き を英語
」

で書 く。 この と き 、 「結 論 」、 「理

由1」 、 「理 由2」 を 箇 条 書 き に

す る。

◎指 導 のポイ ン ト(第1時)、
・ス ピー チの下 書 きを させ る。
・机 間指 導や 、 この時 間終 了後 に回 収

す る下書 きか ら間違い を分析 す る。

(右ペ ー ジ資料1)Lノ

1

第

2

時

・下 書 きにお いて数 多 くあ った 文法

的 な間違 いにつ いて 、教 師か ら説

明 を受 けてか ら、練 習問 題{資 料

2)を 行 う。

◎ 指導 のポイ ン ト(第2時)、
・間違 い分 析を 藷に作成 した補 充問題(右

ペー ジ資料2)を 全員 に行 わせ 、to不 定

詞 の確 実 な定着 を図 る。

ノ

・前 時 に書 いた下 書 きを 自会 で校 正

す る。

1
・to不 定 詞 の 意 味 と 構 造 を 理 解

して い る。

校 正 後 の

下書 き

1タ ス クへ の 実 現 状 況 別 の 活 動 】

評 価(A),(B)⇒ 原 稿 を 完 成 させ る。

評 価(C)⇒ 教 師 の 指 導 の 下.再 度(資

料2)に 取 り組 む 。
1

◇校 正 後 が評価(B)の 事例 ▼◆校 正後 が欝価(A)の 事 例

晦 【㎞m
寧まずはMyO「 ㎝ というタイトルで考えつく文を価条■きにしよう1

①r～ になoたいJ.「 ～したい.」という結堕の文を婁きましょう。

工wnh± †。 ト已 乱J螂[er.

MyOream

中まずはM7D旧amと いうタイトルで考えつく文を箇条 書きにしよう1

① 「伽 にな りたい.」、「～ したい.」 という結論の文を書きましょう。

L一 価 』・・睡 』ll胸8・

②上記①の文の1つ目の理由を書きましょう.

TI・L曲P』 芽 あ・帽L

②上轡 鷲 目早響 灘 ㌔
p臨 ヨEX

・この1つ 目の理 由の説明や 、つ けたすことを書 章ましょう噂

wk巳hS。 粘色P2。plε 捷S瓜d

・この1つ 目の理 由の説 明や 、つ けたすことを書 きましょう,

Ihk"』 皿・・』直II.一

工wah十 十〇十hεy』 ∈Lho、ppy.

哩 ①留;目鷺 謄脇 韻h稿ew
③ 上紀① の文の2つ 目の埋 由を書きましよう。

1…+… 幽 艸 価 〃・… 争齪

海 セk.
・この2っ 目の理 由の説 明や .つ けたすことを書者ましょう.

MqnyJ蝸 臼leトsα 旨r鳳chO

・この芝つ 自の理 由の脱 瞬や 、つけたすことを書きましょう.

τ 伽 功 斬酵 解 辱 ・〃・姫・・A・読一

1憤h酬y。 トk.

一

u蔓一
《評 価(B)の 理 由}

・wanttoに 誤 りが 見 られ る文 が あ る が 、

そ の 他 は 正確 に 書 けて い る の で 、 お お む

ね 満 足 の 状 況 に あ る と言 え る.

蛋評 価(A)の 理 由}

・w且ntto及 び を 敬etoに っ い て 、 常 に

正 確 に 書 け て い る の で 、十 分 満 足 の 状

況 に あ る と言 え る。
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◆個 に応 じた指導事 例

評価(A),(B)の 生徒⇒ ス ピー チ原稿 を完 成 させ る。

評 価(C)の 生徒 ⇒資 料2や 教師 が用 意す る同様 の内容 の ワー クシー トに取 り組 む。

◆形 成 的評価 に お いて評 価(C)と 判 断 され る生 徒へ の手 立て

第1時 の 「下書 き」 分析 を墓 に した

に 見 られ る間違 い 練 習 問 題(資 料

を分析す る。2)を 作成 す る。

この単 元の 総括 的評 価 で評価{C)

の 生徒 がで な い よ うにす るた めに 、

第2時 の 校正 前 に練 習 問題 を行 う。

・toの 欠 落:Ilikeplaytennis .

・動 詞 の 原 形(be)の 欠 落lIwanttoabaker .

・不 必 要 なbeの 挿 入:IwanttObewriteaboutsport .

料2

*こ れ か らみ な さん が 前 回 の 授 業 で 書 い たMyDre且mの 下 書 き を校 正(間 違 って い る と

こ ろ を 見 っ け 出 し、 訂 正 す る)し て も らい ま す 。

そ の 前 に 、次 の 問 題 をや つ て み ま し ょ う。 これ らは み な さ ん が 書 い た 文 の 中 で 、 間 違

い が 多 か っ た も の に 関 す る問 題 で す 。 じっ く り と考 え て 行 い ま しょ う。

◆ 形 成的評 価 で評価(C)と 判 断 され た生 徒が 、練習 問題 実施 後に評 価(B)と な った事例

・枝 正前(評 価(C))・ 校正 後(評 価(B))

MyDream

*まずはMyDreamと いうタイトルで考えつく文を箇条聾きにしよう1

① 「～ にな りたい。」、 「～ したいdと いう結諭 の文を書 きまし占う.一
②上記①の文の1つ臼の理由を書きましょう、一
・この1つ 昌の理 由の 説明や 、っ けたす ことを書 きましょう.

rVlyDfeam

*まずは晦 ロ慨珈 というタイトルで考えつく文を箇条書きにしよう!

① 「～になりたい.」,「～したい.」 という結論の文 を書きましょう.一
③上紀①の文の筆っ目の理由を書きましょう.一
・この2つ 目の理 由の観 明や、つ けたすことを書きましょう.

②上記①の文の1つ目の理由を書きましょう.一
・この1つ 目の理 由の 脱明や

、 つけたTこ と壱書きましょう.～一
③上記①の文の2つ目の理由を書きましょう.一
・この2つ 目の理 由の説明や、つ けたすことを番きましょう.
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V研 究のまとめ

1信 頼性を高める評価方法

(1)学 習指導要領に則 り、国立教育政策研究所教育課程研究センター資料等を参考にして、f単 元の評

価規準」と 「学習活動に即 した具体的な評価規準」を明確に設定する。

(2)「 おおむね満足」の規準がクリアーできれば評価(B)、 できていなければ評価{C)と す る。 この評価

を形成的評価 として生か し、評価(C)の 生徒を評価(B)以 上に改善する手立てを工夫する。

(3)評 価(B)の 中で 「質的に広が り、深ま りがあるもの」を評価(A)と する。評価(A)の 基準を設定する

のではなく、質的に広が りや深ま りのある生徒のイメージやキーワー ドを持っことが大切である。

④ タスクの内容によっては、その活動のみでは 肱 が り、深まり」カ{見られない場合がある。その場

合 、複数回行 う同様なタスクに対 して、「常に、安定 して」規準をクリアーできることが 肱 が り、

深ま り」であると考えられる。

(5)信 頼性を高めるためには、生徒の実際の活動や作品等を分析 した評価事例集の作成が有効である。

2習 熟の程度に応 じた指導

(1)習 熟の程度に応 じた指導は、信頼度の高い評価結果に基づいて行われなければな らない。

(2)「 努力を要する状況」(評価(C))に ある生徒のつまずきの原因を分析することが重要である。補充学

習の教材作成においては分析結果に基づいて、「生徒の意欲 を喚起する教材(評価事例1を 参照)」 「っ

まずきの程度 ・内容に応 じた教材(評価事例U・ 皿を参照)」を作成することが有効である。

(3)形 成的評価において 「努力を要する状況」にあると判断された生徒に対 してもそのつまずきの原因

を分析 し、総括的評価においては 「おおむね満足できる状況」にするための補充教材の作成(評価事例

IVを参照)が有効である。実際に、形成的評価で評価(C)で あった生徒が補充教材による指導後に評価

{B)と なった事例が数多 く見 られた。

(4)「 習熟の程度に応 じた指導」を行 う場合、評価(C)だ けではなく、評価(A)や 評価(B)の 生徒への手

立ての研究も行った。これ により、全生徒が習熟の程度 に応 じた学習をすることができた。

3今 後の課題

(1)コ ミュニケーションへの関心 ・意欲 ・態度

・4観 点は互いに関連 を持っておD 、「関心 ・意欲 ・態度1を 適切に表出させる教材作 りや指導法をさ

らに研究する必要がある。

(2)表 現の能力

・スピーチ活動においては、暗記 した文章の発表ではなく、その場の状況に応 じた適切な表現活動を

させ る指導をいかに段階的に設定 していくかが課題である。

(3)理 解の能力

・文法や文構造の理解ではなく、作者の意図が読みとれたかどうかを評価するための、多様な補助教

材の開発が必要である。

(4)言 語や文化についての知識 ・理解

・文化についての知識 ・理解に関す る指導方法 ・内容 ・評価の工夫が必要である
。
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